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による死亡事例等の検証結果等について』（厚生労働省 平成 28 年）の第 12 次報告書によれば、対
象期間である平成 26 年４月から平成 27 年３月までの１年間に厚生労働省が把握した、我が国にお
ける子ども虐待により死亡した事例は、心中以外の虐待死事例では 43 例（44 人）、心中による虐待
死事例（未遂により親は生存したが子どもは死亡したものを含む。）では 21 例（27 人）であり、総
数は 64 例（71 人）であった。年齢別に見ると心中以外の虐待死事例では、「０歳」が 27 人（61.4％）
で最も多く、３歳未満は 32 人（72.7％）と７割を超える状況であった。子どもの年齢・月齢別でみ
ると０歳の子どもが最多で、その中でも０か月の子どもの割合が多い。虐待の類型としては「身体的







































① 8月 17日 ヨーテボリ市、アンイェレード地区のファミリーセンター(Familjecentralen Angered 
centrum) 
② 8 月 18 日 ストックホルム市、フィスクセトラ地区のファミリーセンター（Fisksätra BVC） 
③ 8 月 19 日 ストックホルム市、サーレム地区のファミリーセンター (Familjecentralen I Salem) 
・フィンランド 
④ 8 月 22 日 ロヴァニエミ市、ケスクスタンネウボラ（Keskustan neuvola） 
⑤ 8 月 24 日 ヘルシンキ市、医療機関（Kivelän Saipaala(Stengårds 
sjukhus)/Terveysasema(Hälsostation)）内のネウボラ 
⑥ 8 月 25 日 ヘルシンキ市、医療機関（viiskulman terveysasema）内のネウボラ
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表 1 乳幼児健診に関する、スウェーデンとフィンランドの比較 
 スウェーデン フィンランド 
実施回数 12 回（1 歳まではほぼ二ヶ月に一
回、1 歳以降は 1 年に 1 回のペー
ス） 
15 回（初月は 2 回、その後 1 歳までだ


































































表２  諸外国における児童虐待への法制度上の対応など 
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写真 1 撮影者：中川 
申請先学部 外国語学部 
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